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令和元年度 

子ども・子育て県民意識調査について（中間速報） 

（調査の目的） 

 子育て満足度日本一の実現に向け、「おおいた子ども・子育て応援プラン（第３期計画）」

に基づく各種施策の充実を図るため、プランの総合的な評価等の進捗状況の把握 

 

（調査の概要） 

１ 調査期間  令和元年１１月１５日～１１月３０日 

２ 調査対象者 就学前児童の保護者 県下１８市町村２，０２０人を無作為抽出 

        小学生の保護者   県下１８市町村  ９８０人を無作為抽出 

           計      県下１８市町村３，０００人を無作為抽出 

３ 回収率   就学前児童の保護者 ３９．８％ 有効回答数    ８０４人 

                小学生の保護者   ４１．５％  有効回答数   ４０７人 

                     計      ４０．４％          １，２１１人 

（主な調査結果） 

１ 「おおいた子ども・子育て応援プラン」の総合的な評価項目 

（１）子育てが地域の人に支えられていると十分に感じる、まあまあ感じると答えた人の割合 

 H29 年度 H30 年度 R 元年度 

就学前児童の保護者 ６６．９％ ６９．０％ ７０．３％ 

小学生の保護者 ７５．０％ ７３．４％ ７３．７％ 

合計 ６９．３％ ６９．９％ ７１．５％ 

 

（２）住んでいる地域の子育ての環境や支援への満足度が高い、やや高い人の割合 

 H29 年度 H30 年度 R 元年度 

就学前児童の保護者 ４１．１％ ５４．１％ ５４．３％ 

小学生の保護者 ３９．７％ ４９．４％ ４５．０％ 

合計 ４０．６％ ５２．６％ ５１．１％ 

 

２ その他の主な項目 

（１）理想とする子どもの数、予定している子どもの数と現在の子どもの数 

 H29 年度 H30 年度 R 元年度 

理想 ２．７４人 ２．７７人 ２．８８人 

予定 ２．４３人 ２．３９人 ２．７５人 

現在 ２．２３人 ２．１７人 ２．２０人 
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（理想よりも予定の子どもの数の方が少ない理由） 

 H29 年度 H30 年度 R 元年度 

①子育てや教育にお金がかかり

すぎるから 

６５．６％ 

《1位》 

６６．１％ 

《1位》 

６０．５％ 

《1位》 

②自分の仕事（勤めや家業）が

忙しいから 

２４．８％ 

《２位》 

２３．６％ 

《３位》 

２３．７％ 

《２位》 

③これ以上、育児の心理的、肉

体的負担に耐えられないから 

２０．２％ 

《４位》 

１８．０％ 

《５位》 

２３．２％ 

《３位》 

④高年齢で生むのはいやだから ２３．４％ 

《３位》 

２５．５％ 

《２位》 

２１．１％ 

《４位》 

⑤欲しいけれどもできないから １８．３％ 

《５位》 

２０．２％ 

《４位》 

２０．６％ 

《５位》 

 

（２）子育て支援サービスの認知度（就学前児童の保護者） 

 H29 年度 H30 年度 R 元年度 

①おおいた子育てほっとクーポン ８９．０％ ８８．８％ ９１．７％ 

②一時預かり ８８．５％ ８８．５％ ８８．４％ 

③病児保育 ８５．０％ ８７．２％ ８６．４％ 

④児童館 ８７．０％ ８５．９％ ８３．１％ 

⑤地域子育て支援拠点(こどもルーム)など ５０．２％ ５１．５％ ８２．０％ 

⑥大分県こども救急電話相談 ― ７９．９％ ８１．２％ 

⑦いつでも子育てほっとライン ７１．６％ ７０．５％ ７０．８％ 

⑧ショートステイ ２５．２％ ２３．９％ ２３．０％ 

⑨ホームスタート ― ― １７．８％ 

⑩トワイライトステイ １３．１％ １０．６％ １２．１％ 

 

（３）子どもと将来の夢や希望について語り合う機会を、意識して頻繁にもっている、時々

持っていると答えた人の割合（小学生の保護者）（R元年度新規調査） 

 回答割合 

頻繁に持っている １１．５％ 

時々持っている ６６．３％ 

ほとんど持っていない １６．５％ 

持っていない ３．２％ 

無回答 ２．５％ 

 

 


